
- 1 -

参 考

「今後の自動車排出ガス低減対策のあり方について（第十次報告 （案）の概要）」

ディーゼルトラック・バスの排出ガス規制の強化（16年目標）

１．排出ガス規制強化の背景

・ NO2（二酸化窒素）に係る環境基準について、依然として未達成の測定局がある。ま

た、新たに環境基準が定められたPM2.5（微小粒子状物質）については、少なからずNOx

の影響があることが指摘されている。

・ 欧州でも今後排出ガス規制が強化される予定。大きな市場となりつつある新興国にお

いても排出ガス規制の強化が予想され、日本メーカーの国際競争力確保の観点からも強

化が必要。

２． 年目標の概要16

（１）世界統一試験サイクルの導入等

・ 排出ガス規制の強化にあたっては、開発コストの低減のため世界統一試験サイクルで

あるWHTC（World Harmonized Transient Cycle）を導入する。

・ 排出ガス後処理装置の浄化率が低くなるコールドスタート時（エンジンが冷えた状態

で始動）の排出ガスも規制対象とする。その重み付け比率は14％とする。

（２）適用時期、目標値等

・ 適用時期：2016年末までに実施。ただし、トラクタは2017年末、車両総重量7．5㌧以

下の車両は2018年末までとする。

・ 目標値：NOx目標値を09年排出ガス規制（ポスト新長期規制）から約4割削減（0.7g/

kWh→0.4g/kWh） する。その他の物質（CO、NMHC、PM）はポスト新長期規制と同じとす※

る。

※コールドスタート用件が導入されるため、見かけの数値よりも対応は厳しくなる。

・ 年目標値の導入により、自動車から排出される 排出総量は、 年排出ガス規16 NOx 09

制のみの場合と比べ、 年に約 、 年に約 削減されることになる。2020 9% 2030 35%

３．その他

・ 実際の使用過程においても排出ガス低減性能が確保されるよう オフサイクル対策 試、 （

験条件以外での排出ガス低減対策 、定常サイクル（WHSC:World Harmonized Steady）

state Cycle）による排出ガス低減対策、高度な車載式故障診断システム（OBD）を導入

する。
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E10対応ガソリン車の排出ガス基準等について

１．E10対応ガソリン車の排出ガス基準等の検討の背景

・ E10を使用するには、大気汚染防止、安全性確保の観点からE10対応ガソリン車が必要

である。

・ しかしながら、E10の規格、それを前提としたE10対応ガソリン車の基準が未整備であ

り、E10対応ガソリン車は一般販売されていない。

・ 今後、E10の普及を図っていくため、バイオエタノールの供給の安定性・経済性の確

保等の課題に取り組みつつも、先ずは、E10対応ガソリン車が市場に導入される環境を

整えることを目的とし、基準を検討する。

２．基準の概要

（１）燃料蒸発ガス低減対策（給油時や駐車時に蒸発する炭化水素）

①エタノール混合による大気汚染上の課題

・ ガソリンにエタノールを混合すると蒸気圧が上昇し、光化学オキシダント等の原因とな

る炭化水素（HC）の給油所や自動車からの蒸発量が増加する。

・ また、エタノールが自動車の燃料配管から浸透・揮発することによってもHCの蒸発量

が増加する。

②E10の規格

・ エタノールを混合する基材ガソリンについて、通常よりも蒸気圧が低いものを準備す

ること等により、現行のガソリン（E3レベル）の蒸気圧規格に適合させることとする。

（大気汚染状況を悪化させないという基本的考え方のもとに現行ガソリンと同じ対応と

する）

・ 今後、バイオエタノールの地産地消の取組みを後押しする仕組み（地域限定で蒸気圧

の緩和を検討する仕組み）を検討していく。

③E10対応ガソリン車の基準

・ 燃料配管をエタノールが浸透しにくいものとすること等により、現行ガソリン車の燃

料蒸発ガス規制に適合させることとする。

（２）自動車排出ガス低減対策

①エタノール混合による大気汚染上の課題

・ 酸素分を含むエタノールが混合されることによりNOx等の排出ガス量が変化する可能

性がある。

②E10の規格

・ 含酸素分を3.7質量%以下とする。

③E10対応ガソリン車の基準

・ 含酸素分0～3.7質量%の範囲でどの燃料が使用されても、現行ガソリン車と同じ排出

ガス規制に適合させることとする。

④その他

・ E10を使用した場合、アセトアルデヒドが増加するが、排出量、濃度とも低いレベル

であるため、当面、現行のNMHC全体に対する排出ガス規制の中で低減させていくことと

する。ただし、今後、必要に応じ見直していくこととする。


